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１．本研究の背景と目的 

Tim O’Reilley らによって提唱された Web 2.0 においては、プラットフォームとしてネットワ

ークを利用する側面に焦点が当てられ、IT バブル崩壊以降、MySpace や Facebook をはじめとし

て、インターネット空間内で不特定多数のユーザーが一方的な情報の受け手となるのではなく、

送り手と受け手が流動化して、受け手が積極的な参加者になりうるサービスの展開が行われてい

る。また、Linden Lab によって創出されたオンラインの仮想空間である Second Life(SL)はグロー

バルな規模での、匿名によるコミュニケーション、インターアクションを可能にするものであり、

現在、多くの教育機関が仮想キャンパス、仮想教室、仮想図書館を SL 内に設置し、講義の開講

だけでなく、文化イベント、会議等を開催し、仮想の学習空間を提供している。 
本研究では、このようにして可能となったソーシャル・ネットワーキング・サービス（SNS）

や SL などの仮想空間におけるコミュニケーションに学習者を導入するにあたっての方法論、こ

のコミュニケーションの実践が英語を使用した発信の能力におよぼす影響、さらに仮想空間コミ

ュニケーションの英語教育への応用がもたらす成果と問題点を、実際の教室で実践された授業を

研究対象として明らかにすることを試みた。 
 
２．本研究の経過と成果 

 ［実践例１］ 本研究では、まず共同研究者のベケルマン教授が担当する、 Academic Speaking
等の受講者を対象として行った教室での実践を分析し、これまでかならずしも十分に明らかにさ

れてきたとは考えられない SNS の言語学習環境としての可能性、SNS における英語を使用して

のコミュニケーションに対して学習者が持つ不安と習熟度の相違との連関、仮想空間上でのコミ

ュニケーションへの参加への消極性を誘発する要因、また SNS でのコミュニケーションの導入

段階としての PowerPoint を使用したプレゼンテーション指導のあり方について考察した。 
実践においては、MySpace や Facebook などの SNS の現状と SNS が可能にする英語にコミュ

ニケーションの特質を理解させた後、に SNS での実際のコミュニケーションに対して学習者が

抱く不安に留意しながら、仮想空間コミュニケーションに参加する前段階として、PowerPoint を
活用したプレゼンテーションの指導を試みた。指導にあたっては、まず theoretical argument の

推論的機能に対立する practical argument の正当化の機能に着目した、Toulmin Model of Argument 
についての理解を深めた後、学習者各自が選択したテーマをめぐって practical argument を展開す

る際に PowerPoint による資料作成を義務づけた結果、発信に必要な種々の要素を修得させただけ

でなく、それ以前のプレゼンテーションと比較して、説得的で効果的な言語使用の点で顕著な向

上が見られるとともに、この導入的指導が学習者のコミュニケーション参加への不安を減少させ

る機能をはたすことが確認された。 
 
［実践例２］ 本研究では次に、英語学習への動機付けの強い学生を対象に SNS を有効に活用

したアドリアーナ・エドワース講師の Academic Speaking の授業を事例研究の対象とし、その授

業内容、方法、学生の反応、仮想空間体験によって得られた成果を基に、仮想空間コミュニケー

ションの有効な応用を実現するための条件について分析を行った。 
 



（１）導入 
授業開始以前にエドワース講師が創設した

アバターである Dixi Broom は、2007 年の 4 月

以降、多くの国際的な教育機関、研究機関の

構成員と親密な関係を持つに至っていた。オ

ンライン・コミュニケーションが言語学習と

パブリックネットワークの発展に与える影響

について強い関心を持つ学習者で構成される

Academic Speaking の授業において、導入部と

して、Dixi Broom を通じての SL 内のツアー

を実施し、韓国の ESL の教員と仮想空間での

交流を行った後、SL Rockcliff University の専

門家とともに仮想的プレゼンテーションの準

備方法について議論を行った。受講者の反応

は好奇心と言語パフォーマンスに関する不安

の混在したものであったが、自らが実際に参

加する２回目のセッションへの強い意欲を見

せた。 
（２）体験 

仮想的なプラットフォームが学術的なリサーチとクラス内の討論に 
ついての新たな可能性を切り開くものであるという認識のもとで、学 
生に対して１回目のセッションで各自に与えられたプレゼンテーションのトピックについての

調査を行うという課題を与えた。そして SL のサーチ機能には一定の制約があり、課題遂行のた

めには仮想空間内での人々とのコミュニケーションが不可避となることを利用して、この調査の

過程自体をコミュニケーションの実践機会とした。この活動は、当初はチャットを通して行われ

たが、その後ボイス機能を使用可能にしたことにより、仮想空間内での音声によるコミュニケー

ションが行われた。このことを通じ、Academic Speaking の授業は、プレゼンテーションの技法

と正しい語彙と発音の修得するにとどまらず、個々のプレゼンテーションを準備する段階での必

要とされる情報を得るために文化を縦断して効果的に相互のコミュニケーションを取ることを

要求するという側面も併せ持つものとなった。受講者はその後複数回、仮想空間内で ESL の主

題に関する会議に参加し、また SL の他のコミュニティのメンバーを招待して、討論に加わって

もらうという試みも実践した。仮想空間内で得られたこの経験の成果は、参加者が最終的に行っ

たプレゼンテーションに反映され、過去のプレゼンテーションとの比較で、practical argument に
必要な言語の効果的な使用という観点から顕著な改善が見られた。 
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本研究は、言語学習に果たす SNS の活用の可能性、また SL における virtual interaction の役割

を探求するための導入的な研究であるが、すでに仮想空間に慣れ親しんだ学習者を対象とした

ESL において、学習者との新しい形のコミュニケーションの取り方、また学習者の興味を喚起す

る刺激的な学習空間の提供という観点から、今後 ESL が射程に入れるべき方向の一つとして更

に考察を進める必要がある。 
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